
川
内
南
中
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
趣
意
書

川
内
南
中
学
校
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
お
元
気
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
、
故
郷
川
内
南
中
は
元
気
で
す
。
本
年
度
は
、
生
徒
数
五
百
九
十
二
人
、
十
八
学
級
（
特
別
支
援
学
級
二
学

級
を
含
む

、
先
生
方
三
十
八
人
と
い
う
規
模
で
す
。
在
校
生
徒
は

「
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
主
体

）

、

的
・
創
造
的
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
、
心
豊
か
な
生
徒
」
を
目
指
し
、
ま
た

先
輩
方
の
築
か
れ
た
歴
史
や
伝
統
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
、
日
々
の
学
習
活
動
や
部
活
動
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

昭
和
三
十
五
年
四
月
に
旧
川
内
南
中
と
永
利
中
が
統
合
し
て
開
校
し
た
新
生
川
内
南
中
学
校
も
、
来
年
で
五
十

周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
卒
業
生
や
先
生
方
、
地
域
の
皆
様
方
が
す
ば
ら
し
い
歴
史
と
伝
統

を
築
き
あ
げ
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
、
学
校
の
環
境
充
実
に
も
多
大
な
ご
配
慮
や
ご
援
助
を
賜
り
、
充
実
し
た
教
育

環
境
を
誇
れ
る
学
校
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
半
世
紀
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
記
念
事
業
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
の
考
え
か
ら
、
こ
こ
に

創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
事
業
は
次
の
三
点
を
中
心
に
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
南
中
の
五
十
年
の
輝
か
し
い
歴
史
を
確
実
に
残
す
記
念
誌
を
作
る
こ
と
。

こ
の
記
念
誌
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
先
輩
方
の
在
校
当
時
の
ご
活
躍
や
卒
業
後
の
ご
活
躍
の
様
子
を
可
能
な
限
り

掲
載
す
る
こ
と
で
、
歴
史
の
重
み
を
感
じ
、
未
来
へ
の
希
望
を
感
じ
、
そ
し
て
喜
び
を
感
じ
る
も
の
に
し
た
い
。

ま
た
、
五
十
年
目
以
降
に
南
中
に
赴
任
し
て
こ
ら
れ
る
先
生
方
や
入
学
し
て
く
る
生
徒
と
保
護
者
が
、
こ
の
記
念

誌
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
中
の
歴
史
の
重
み
を
知
り
、
そ
し
て
頑
張
ろ
う
と
い
う
意
欲
が
持
て
る
も
の
。
そ

し
て
、
六
十
周
年
、
七
十
周
年
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
た
め
の
資
料
と
な
る
よ
う
な
、
日
本
一
の
記
念
誌
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
現
在
使
用
し
て
い
る
校
旗
は
開
校
当
時
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
五
十
年
の
時
を
経
て
傷
み
が
か
な
り
ひ

ど
い
の
で
、
こ
の
機
会
に
新
調
す
る
こ
と
。

三
つ
目
に
、
南
中
在
校
生
始
め
、
卒
業
生
、
先
生
方
、
南
中
に
関
わ
る
全
て
の
方
に
祝
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
記
念
式
典
と
、
在
校
生
を
対
象
に
し
た
、
思
い
出
に
残
る
事
業
の
実
施
や
、
学
習
環
境
の
水
準
を
維
持
す
る
た

め
の
学
校
設
備
等
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
様
方
か
ら
の
様
々
な
情
報
の
ご
提
供
と
そ
れ
な
り
の
資
金
も

必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

現
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢
も
十
分
理
解
で
き
て
お
り
ま
す
が
、
教
育
再
生
が
言
わ
れ
て
い
る
世
の
中
で
、
南
中

は
ま
だ
ま
だ
元
気
で
素
直
な
頑
張
る
生
徒
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
川
内
南
中
学
校
の
明
日
の
た
め
に
、
ど
う
か

趣
旨
を
ご
了
解
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
本
事
業
推
進
の
た
め
に
何
分
の
ご
協
力
、
ご
援
助
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
年
七
月

川
内
南
中
学
校
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

【
募
金
計
画
】

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行０

１
７
８
０
－
６

目
標
金
額

八
百
万
円

口
座
記
号５

０
３
５
９

口
座
番
号

口
座
名
称

川
内
南
中

周
年
実
行
委
員
会

１

募
金
の
方
法

一
口
千
円

50

一
口
以
上
と
い
た
し
ま
す
が
、
応
分
に

お
願
い
し
ま
す
。

・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

さ
つ
ま
川
内
農
業
協
同
組
合
隈
之
城
支
所

０
０
３
２
３
３
８

２

募
金
の
期
限

口
座
番
号

平
成
二
十
一
年
一
月
末
日
ま
で

３

送
金
先

【
薩
摩
川
内
市
立
川
内
南
中
学
校

の
金
融
機
関
の
い
ず
れ
か
の
口
座
に
送
金
し

五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
】

次

、

。

て
い
た
だ
く
か

学
校
に
直
接
お
届
け
く
だ
さ
い

・
委

員

長

新
原
春
二

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
平
佐
町
九
八
五

・
副
委
員
長

福
重
安
治
・
泊

正
人

川
内
南
中
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

・
顧

問

小
城
正
夫
・
井
上
良
則
・
山
下
則
秀

【
金
融
機
関
及
び
口
座
番
号
】

・
鹿
児
島
銀
行
隈
之
城
出
張
所

前
園
和
幸
・
平
山
正
彦
・
中
川
一
朗

１
０
０
０
２
７
９

口
座
番
号

・
総

務

部

冨
永

学
・
塩
川
文
博
・
山
﨑
幸
一

上
田

忍
・
前
迫
安
子


